
単価契約仕様書 

保健福祉局医療衛生推進室医療衛生企画課 

（担当 山本、田苗 電話 222-4244） 

件 名 感染症に係る検体回収等における輸送業務 

形状・寸法 別紙のとおり 

予 定 数 量 別紙のとおり 

契 約 期 間 令和９年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日 

契 約 条 件 別紙のとおり 

 



（別紙） 

 

感染症に係る検体回収等における輸送業務仕様書 

 

１ 業務概要 

  医療機関等から提出される感染症の検体回収の業務等に従事する本市職員の輸送を行うもの

である。 

 

２ 業務内容 

（１）対応時間等 

   原則、毎週１回（平日の特定の曜日） 午後１時～６時に輸送を実施。 

   ただし、検体回収数が少ない場合等は、上記によらず、発注者が輸送時間を指定する場合

がある。 

   上記時間外で対応が必要な場合は、その都度、受注者と発注者で協議する。 

 

（２）業務範囲 

   発注者からの依頼に基づく職員輸送 

輸送先は、主に市内の医療機関、感染が疑われる者の自宅、本市衛生環境研究所等であ

り、輸送先については、利用時に乗車した本市職員（以下「利用者」という。）から車両を

運転する者（以下「運転手」という。）に直接伝える。 

（３）輸送範囲 

   主に京都市内 

（４）予定依頼数 

   ５２運行 

   ただし、感染症に係る検体回収に伴う職員の輸送が必要でなくなった場合等には、契約の

解除または契約期間の短縮を求めることがある。変更については、１箇月前までに通知す

る。また、予定数量は、過去の実績又は予測によるものであり、本市の都合により増減す

る。大幅な増減があっても、本市は何ら補償しない。 

（５）契約金額 

  ア 発注者が受注者に配車を依頼する車両１台の輸送を１運行とし、１運行当たりの回送料

及び３０分当たりの利用料による単価契約とする。 

  イ 単価に上記２（１）の対応時間及び２（４）の予定依頼数、消費税を乗じたものを予定

総額とする。 

（６）実施方法 

  ア 発注者は、輸送日の前日午後４時までに受注者に対し、翌日の利用の有無を連絡する。

受注者は、輸送日の前日午後５時までに発注者に対し、運転手の氏名、連絡先、配車予定



の車両の車種及び車両ナンバーを報告する。 

  イ 受注者は、原則、輸送日の午後１時にタクシーで庁舎まで迎えに来て、検体回収業務に

従事する職員の輸送を行う。検体回収後は、本市衛生環境研究所に搬入し、午後６時まで

に職員を庁舎へ送り届ける。 

    ただし、発注者が輸送時間を指定する場合がある。上記時間外で対応が必要な場合は、

その都度、受注者と発注者で協議する。 

  ウ 定例の輸送日以外に利用する必要が生じた場合には、発注者から受注者に対し、随時連

絡を行うので、配車の可否を回答し、配車可能である場合には指定された日時に、指定の

場所へ配車をする。 

  エ 運転手は、利用の都度、業務実績報告書（様式１）に利用開始・終了時間等の記録を行

う。利用者が利用終了する際に、その内容確認を求め、サインを受ける。 

（７）秘密保持 

   受注者は、業務の実施に当たり、知り得た情報を漏らしてはならない。業務上止むを得ず

他人に提供する必要が生じた場合には事前に発注者の許可を得なければならない。本契約が

終了した後も、同様とする。 

（８）注意事項 

  ア 本件業務において、必要となる高速料金、有料道路通行料金及び駐車料金については、

発注者がその利用を指示した場合、別途発注者がその費用を支払う。発注者からの指示が

なく、受注者の判断により使用した場合には、受注者においてその費用を負担する。 

  イ 契約の履行に当たり、必要な車両、人員（運転手等）、燃料及びその他必要な物品等は

全て受注者において用意し、その費用についても全て受注者において負担する。（ただ

し、上記アに該当する料金を除く。） 

  ウ 交通事故、車両故障等により、本件業務中に当該車両にて業務の継続が困難となった場

合には、速やかに代車を用意する。また、事故等の発生日時、場所、内容、被害状況、原

因等について、発注者へ速やかに報告する。 

  エ 急な変更にも対応できるよう、受注者と運転手は速やかに連絡が取れる体制を構築す

る。 

  オ 運転手の休憩時間の確保等、勤務体制に関して発注者は一切指示をしない。受注者にお

いて、当日の業務予定を勘案し、適宜運転手の交代を行う等対応する。 

 

３ 受託事業者に求める要件 

（１）国土交通省から道路運送法で定める一般乗用旅客自動車運送事業の許可を受けている者に

限る。（契約候補者に選定された後、速やかに許可を受けていることが分かる書類の写しを

提出すること。） 

（２）京都市域交通圏を営業区域としてタクシーの事業許可を受けている者に限る。 

（３）当該業務において、運転手は運転車両に応じた第二種運転免許を有している者に限る。 



 

４ 報告 

  受注者は、発注者に対して毎月１０日までにその前月分の利用実績に応じ、業務に関する以

下の書類を提出する。 

（１）業務実績報告書（様式１） 

（２）請求書 

（３）完了届 

（４）高速道路や駐車場等を利用した場合は、高速道路等利用指示書（様式２）及びレシート等

の写し 

 

５ 費用の支払いについて 

受注者は毎月の業務実績に契約単価を乗じた金額を請求額とした請求書並びに業務実施した

期間について月ごとの高速料金、有料道路通行料金及び駐車料金を合計した額を請求額とした

１箇月ごとの請求書を発行する。 

発注者は受注者からの当該請求に基づき１箇月毎に支払う。 

 

６ その他 

（１）受注者は、第三者に対し、業務の全部若しくは一部を委託し若しくは請け負わせ、業務か

ら生じる権利義務を譲渡してはならない。 

（２）業務の実施に関し発生した損害（第三者に及ぼした損害を含む。）は、受注者が負担する

ものとし、発注者はその責任を一切負わない。ただし、その損害が発注者の責に帰すべき理

由による場合はこの限りではない。 

（３）本仕様書に疑義があるとき又は定めのない業務が生じた場合は、その都度、発注者と受注

者で協議のうえ決定する。 

 

 



（様式１）

日 曜日

(例) 1 月 9:30 18:00 京都市立病院　他 京都 御池
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回運行回数合計

利用者
サイン

乗務員
氏名

業　務　実　績　報　告　書

（令和　　　　　　年　　　　　　月分）

目的地
運行日

乗車時間
最終

降車時間



（様式２）

日 曜日

(例) 1 月 京都 ○○○⇒京都市立病院　 高速料金￥1,000

2 火 御池
▲▲病院
（▲▲病院の駐車場を利用）

駐車料金￥300

備考欄

高 速 道 路 等 利 用 指 示 書

（令和　　　　　　年　　　　　　月分）

区間等
利用日 指示者

（職員名）








